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地域の未来へ―館蔵自治体史と学内施設―

森 田 晃 一
１．はじめに
関東北部にルーツがあり、東京で生まれ育った私が、

岐阜の地を初めて訪れたのは１９９２年３月のことだった。
当時、私は東京の成城大学民俗学研究所の研究員として、
日本民俗学の創始者で近代日本を代表する思想家の１人
である、柳田國男が遺した『諸國叢書』の調査・公刊の
共同研究に携わっており、郡上一揆（宝暦騒動）関係史
料の伝存について、現地調査に来たのであった。
郡上へ向かうバスが長良橋を渡った時の、遙かに見え

る冠雪した山々の美しさは、今も記憶に鮮やかである。
林立するビルに遮られる空の狭さに、若干の息苦しさを
感じつつ、東京での日常生活を送っていた私には、遠望
する景観の広大さが殊更に美しく感じられた、という点
もあったのかも知れない。じつに印象的だった。
それまでの私は、まったく岐阜には縁がなく、岐阜に

関する知識も乏しかった。岐阜と聞いてわずかに思い浮
かぶのは、恥ずかしながら織田信長と、古式ゆかしい長
良川の鵜飼、雪を被った合掌造りの家並み、豪華絢爛た
る高山祭の屋台、そして徹夜の熱狂にわく郡上踊りとい
う程度だった。木曽三川と輪中の特徴ある景観などは、
まだ私のものになっていなかった。
岐阜に職を得て約１６年になる。近世都市・江戸の社会

と文化をテーマとして歴史研究に入った私も、細々なが
ら地元・岐阜の調査研究を行うようになった。地域の歴
史を知りたいと思った時に、私がまず手に取ったのは、
岐阜県史・岐阜市史などの自治体史だった。そこには、

中央都市として発展した江戸東京とは異なる、地方都市
の独自の歩みが詳らかに記されていた。じつに興味深
かった。
私は、地域固有の問題を解決に導く方法の１つとして、

地域を歴史的に把握することが大切、と常々考えている。
自治体史は、その道しるべとなる。自治体史には、問題
解決の主体たる、地域を支える民衆の声や姿が、生き生
きと描かれているのである。
本稿では、多数の人びとが自治体史に親しんでくれる

ことを願って、まず、図書館所蔵の自治体史について案
内したい。次に、岐阜地域に関する学内の教育研究施設
である、教育学部郷土博物館と地域科学部地域資料・情
報センターの紹介をしよう。地域連携・貢献を重視する
岐阜大学が、地域社会に関する教育研究拠点として、さ
らに強力な実績を挙げるには、図書館をはじめとして、
このような学内施設が有機的に結びつき活動することが
必要不可欠である、と考えるからである。
２．郷土史・地方史・地域史
自治体史とは、地方自治体により編纂・刊行される、

それぞれの自治体の領域についての歴史である。自治体
史には、編纂の時期により、郷土史・地方史・地域史の
研究成果が盛り込まれている。と言うのは、郷土史・地
方史・地域史の三者が、限定された地域の歴史研究とい
う共通性をもつものの、地方史は郷土史、地域史は地方
史に対する批判的意味合いをもって、継起的に成立した
からである。では、その批判的意味合いとは、どのよう
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なことであろうか。
まず、郷土史の問題は、①視野が狭く、お国自慢的、

②中央の史実・人物との関係において郷土の歴史を語る
傾向、③非科学的の３点である。これに対する批判とし
て、戦後に地方史という用語が普及し、上記３点の克服
をめざして調査研究が進められた。
ところが、１９７０年代からは、地域史という用語が使用

されるようになった。地方史研究が纏う、次のような２
点を中心に批判がなされたのである。①問題解明の素材
を地方からとるが、当該地域の全体的歴史性については
関心を払わない、②中央で論議される理論を無批判に受
容し、地域に押しつける結果を生んだ、等々。簡潔にま
とめるなら、「中央に対する地方の従属性」という点が
批判対象となった、と言えよう。一方、地域史には、あ
くまで地域に則して、①地域から問題を汲み上げる、②
問題解明に実証的な手続きをとる、③問題の歴史性を平
易に叙述する、④地域独自の歴史を発掘する、等々の志
向があったのである。
以上のように、歴史研究の進展とともに、郷土史・地

方史・地域史と、主流となる用語は変化してきたが、現
在、三者は併存している。三者それぞれの成し遂げた成
果が、現在もなお命脈を保ち、その意義が失われたとは
言えないからである。
例えば、地方史研究は、限界が指摘されつつも見方を

変えれば、文書の発掘・整理や目録作成、現地主義にも
とづく保存・利用機関の設立など、現在の歴史学の基盤
となるものを整備してきた。また、地域住民にとっては、
地方史研究が、生涯学習（文書の翻刻・学習などの研究
活動）の機会であり、地方自治に民主主義を確立する住
民運動（遺跡・文化財の保存、町づくりの要請など）と
もなった。その点で地方史研究は、研究であると同時に
運動としての側面を持っていたのである。
３．図書館所蔵の自治体史
さて、図書館には、自治体史が４か所に分かれて所蔵

されている。
①正面玄関から出入口

を通過して直進、右手に
参考図書の書棚を眺めつ
つ進み、奥の左手に岐阜
県史・岐阜市史、その他
の県内市町村史を並べた
書棚がある。岐阜地域に
関連する授業をしたり、
原稿を書いたりする時、

私はよくここを訪れて関連の自治体史を繙く。
②出入口脇の階段を３階に上り、９０度右に回って左手

に歴史の書棚を見ながら進むと、右手の窓際に愛知県
史・長野県史など隣接県の自治体史を並べた書棚があ
る。隣接県の自治体史は、近代の地域概念とは異なる前
近代を調査研究するのに、必要不可欠な情報源となる。
とくに岐阜地域を調査研究する場合には、尾張徳川家の
支配との関連を視野に入れることが必要で、この書棚を
見過ごすことはできない。
③出入口を通過し、図書カウンターを右手に見ながら

直進、すぐに９０度右に回って進んで行く。右手にある階

段を下って１階の集密書庫に入ると、集密３には岐阜県
内の市町村史がまとまって所蔵されている。この書棚に
は①に配架されていない自治体史もあるので、岐阜県内
の自治体史の刊行状況がよく分かる書棚でもある。
④集密３の向かい側、集密４には、『東京市史稿』の

「市街篇」「産業篇」等々がギッシリと並んでいる。『東
京市史稿』は「市街篇」「産業篇」のほか、「皇城篇」「変
災篇」「上水篇」「救済篇」など１０篇を数え、各篇はそれ
ぞれ数冊から数十冊に及んでいる。明治以降から現在ま

で、１００年以上の編纂の
歴史をもつ、江戸東京地
域の編年体による、膨大
な史料集群である。岐阜
に居ながら、江戸東京に
関する史料にあたること
ができるので、私にとっ
てはきわめて重宝な書棚

となっている。
上記のほかにも、図書館の書棚には、自治体史関連書

物が散在する。多数の自治体史が所蔵されているのであ
る。しかし、残念なのは、自治体史の書棚の前に佇み、
手にとって読んでいる人をほとんど見かけないことであ
る。自治体史は、自治体が編纂主体となり、専門家によ
る編纂委員が任命され、地域住民を含めた多数の人びと
が調査・執筆に時間をかけ、少なからぬスペースが史・
資料の保存にあてられ、多額の資金が投下されて刊行に
いたる、貴重な成果である。活用されることによって、
より一層、意味あるものとなることは言うまでもない。
４．岐阜地域史研究と私
次に、私が関わってきた、いくつかの岐阜県内の自治

体史について記そう。
①岐阜県女性史 １９９６年、岐阜県では、飛�と美濃の

合併１２０周年を迎え、記念事業の１つとして『岐阜県女
性史』が編纂されることとなった。岐阜県の歴史を女性
の視点で振り返る、明治以降を対象とした『岐阜県女性
史』の編纂が、県として初めて企画されたのである。私
は、「生活と文化」担当の編集委員として、この事業に
加わった。２０００年に刊行なった『岐阜県女性史』は、「叙
述」「年表」「聞き書き」の三部構成からなる。「聞き書
き」は、約５０名の「聞き書き等調査協力員」が、１年半
をかけて２００余名から聞き取った資料の一部である。聞
き取り資料をすべて収録した冊子として、別に『岐阜県
女性史聞き書き集』（三分冊）が編纂された。ここには、
明治以降戦中戦後の、激動の時代を生き抜いた人びとの、
生々しい貴重な体験記録がまとめられている。若い人び
との閲読を、ぜひ勧めたい。
②木曽川学研究 木曽川学研究協議会（各務原市長・

犬山市長等々の自治体の首長や、学識経験者からなる「木
曽川学」の研究組織）は、「木曽川学」を「失われた『シ
ティ・アイデンティティー（市の個性・市の一体感）』
の再復興のために、木曽川を中心に私たちのふるさとを
研究する学問です。木曽川文化圏住民のみなさまととも
に地域文化の創造母体としての木曽川を総合的に研究
し、過去、現在、未来における木曽川の存在とその意義
を明らかにすることで、地域起こしとしての木曽川学の

（写真２ 集密４の『東京市史稿』）

（写真１ ２階の岐阜県史等々）

岐阜大学図書館報 No．４０．２００７

２― ―



創設と各地域・各都市の個性や郷土愛の基盤であるシ
ティ・アイデンティティーをめざす」もの、と規定して
いる。私は、２００４年から木曽川学研究会委員として「木
曽川学」に加わっている。「木曽川学」が、従来の自治
体史と比較して重要なのは、個別の自治体史では捉えき
れない、木曽川流域という広域の問題を扱おうとしてい
る点にある。地域の歴史は、近代の地域概念では捕捉不
可能な問題も、多々ある。新しい試みの成果は、年度ご
とに冊子にまとめられている。数年後に、研究成果を総
括する予定となっている。
③郡上市史 平成の市町村合併によって、新しく郡上

市が誕生し（郡上八幡町を中心に７町村が合併した市）、
新市誕生の一体感を醸成するため、また、旧町村に伝存
する史・資料の散逸を防ぐため等々の理由で、２００４年か
ら郡上市史の編纂がはじまった。以後順調に、「郡上市
史編纂に関する条例」が制定され、編纂準備委員会が発
足し、編纂組織・編纂方針・編纂スケジュールなども検
討され、私も専門員としてこれに加わった。しかし、２００６
年の会議を最後に、編纂作業が完全にストップしてし
まった。詳細は分からないが、どうも主たる原因は、財
政難のため編纂予算の獲得が難しいことにあるようだ。
編纂自体を放棄したのではない、ということなので、今
後長い年月をかけて取り組まねばならないだろう。
以上、編纂が済んだ①、編纂が進む②、編纂が停滞し

た③を紹介したが、③を除いて図書館の書棚には、すで
に配架されている。編纂途中の苦悩ぶりを、行間から読
み取ってくだされば幸いである。
５．おわりに―図書館と学内施設の連携
大学内には、図書館のほか、注目すべき地域に関する

教育研究施設が存在する。
①教育学部郷土博物館 教育学部５階にある郷土博物

館は、全国の国立大学法人の中でも、山形大学附属博物
館と並んで、由緒ある歴史をもつ老舗の大学博物館であ
る。前身は「岐阜師範学校郷土室」。１９３０年、全国各地
の師範学校に対して、郷土資料収集のために文部省が予
算を交付、次第に整備されていったものの１つである（郷
土博物館・中尾喜代美氏による）。郷土博物館の史・資
料収集の経緯はさまざまだが、現在、県域における考古
資料は約２０００点、古文書は約３００００点を数えている。考
古資料については毎年展示がなされ、古文書については
目録が作成されており、県内の自治体史編纂の際にも公
開されている。現在は、「博物館相当施設」となってい
るが、近年の内に博物館法が改正されると聞く。もし、
「博物館相当施設」の指定から外れた場合、どうなるの
だろうか。心配である。この郷土博物館をどのように位

置づけて利用するのか、それを検討することは、地域連
携・貢献の一環として重要なことではないだろうか。
②地域科学部地域資料・情報センター 地域科学部 H

棟６階にある地域資料・情報センターは、２００２・０３年度
の文部科学省特別事業費、および学長裁量経費により設
置されている施設である。センターのホームページには、
「県内の自治体の保有する各種行政情報等を収集・整理
することを通じて、学内における研究活動に資するのみ
ならず、広く自治体関係者、住民の利用しえる地域に関
する地域・情報として機能の整備を進めて」いる、と記
されている。県内の市町村から収集した総合計画・各部
門計画・統計資料等々と自治体史や県関係文献など、約
１３００点をデータベース化し、インターネット上で公開し
て検索サービスを行っている。センターの活動で注目す
べきは、活動をより広範かつ多面的に展開するために、
図書館・郷土博物館・総合情報メディアセンターとの連
携を図っている、という点である。具体的には、地域資
料・情報センターでは２００５年度から、郷土博物館が所蔵
している古文書を長期的に保存・活用していくため、整
理作業を進めている。２００７年度には、『美濃国方県郡河
渡村村木家文書目録』を刊行してデータベース化し、イ
ンターネット上で公開して検索サービスを行っている。

郷土博物館所蔵の史・資料
は、自治体史編纂のもととな
る大切な素材である。史・資
料をもとに、図書館が所蔵す
るような自治体史は編纂され
ている。さらに自治体史を基
礎資料の１つとして、地域資
料・情報センターでは地域を
分析し、新しい現在の地域づ
くりが推進されているのであ
る。このように、図書館と博
物館所蔵の史・資料が土台に
なって、地域資料・情報セン

ターでの調査研究が進められ、その成果は、新たに図書
館と博物館に蓄積され、次の利用に備えることになる。
つまり、博物館、図書館、地域資料・情報センターの諸
施設の機能は、循環しているのである。岐阜大学では、
諸施設それぞれの機能が結びつき、地域研究を推進しう
る基盤が存在している、と言えよう。地域連携・貢献を
重視する岐阜大学が、地域社会に関する教育研究拠点と
して、従来にも増して実績を挙げ続けるためには、この
ような学内施設がより有機的に結びついて、活発な活動
を行うことが、大いに期待されるのである。

参考文献
『岩波講座 日本通史 別巻２』岩波書店、１９９４年。
『岐阜県女性史 まん真ん中の女たち』�岐阜県広報セ
ンター、２０００年。

『木曽川学研究』第２号、木曽川学研究協議会、２００５年。

（もりた こういち：留学生センター教授）

（写真３ 郷土博物館所蔵の
古文書）

（写真４ 郷土博物館の考古展示）

（写真５ 地域資料・情報
センター前の冊子類）
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